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１．はじめに 

 

我が国の鉄道は，今まで都市の基盤として，また

地域住民を支える重要な足として，国民経済の発展

と生活の質の向上を支えてきた．しかし，近年モー

タリゼーションの進行や，ライフスタイルの多様化，

少子高齢化の進展などにより，鉄道利用者数は減少

傾向にある． 

関西の都市近郊の準大手鉄道である神戸電鉄，山

陽電気鉄道，神戸高速鉄道においても，利用者数は

減少し続けている．特に平成７年の阪神淡路大震災

以降大きく減少しており，平成8年度から平成13年
度までの5年間で，それぞれ13.4%～20.0%減少し
ている．それに対して各鉄道事業者は人件費など営

業費用の削減努力を続けているが，それも限界に来

ており，今後サービス水準の低下による地域の活力

低下・生活の質の低下が懸念されている． 
そこで，本稿では鉄道事業者と国・地元自治体の

連携による利用者の利便性の向上や地域の活性化の

ための取り組みについて報告するとともに，既往調

査やアンケート調査等に基づいて，地域住民の交通

行動や施策に対する意識について考察し，さらに今

後の取り組みについて検討する． 
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２．取り組みの概要 

 

 国土交通省近畿運輸局では，利用者の利便性の向

上や地域の活性化を図ることを目的として，公共交

通活性化総合プログラムを活用することにより，

国・地元自治体・各鉄道事業者を構成員とする協議

会を設置した．そのもとに，鉄道事業者ごとに３つ

のワーキング（以下「WG」とする）を設置し，各WG

で具体的な調査検討を行った（図-1）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 検討体制 

 

各WGにおいて，まず沿線地域と各鉄道事業者の

現況について，既往調査や現地調査，各鉄道事業者

からの資料などをもとに整理した．さらに，神戸電

鉄沿線住民等へのアンケート調査の実施により，交

通行動や施策に対する意識を把握した． 

そして，上記の調査結果や協議会での検討内容

をもとに，実施すべき施策を抽出・整理した．さら

に，施策ごとに実施期限を定め，直ちに実施可能な

施策については，鉄道事業者・国・地元自治体・NP

Oなどが連携して実施することで，協議会の実効性

を高めた． 

 

 

兵庫県南部における鉄道を中心とした地域の活性化協議会  
事務局：国土交通省近畿運輸局・国土交通省神戸運輸監理部  

神戸電鉄沿線活性化 WG 

（関係自治体）兵庫県・神戸市・三木市・小野市・三田市  

山陽電気鉄道沿線活性化 WG 

（関係自治体）兵庫県・神戸市・姫路市・明石市・加古川市・高砂市・播磨町  

神戸高速鉄道沿線活性化 WG 

（関係自治体）兵庫県・神戸市  



３．沿線地域と各鉄道事業者の現況 

 

（１） 調査内容 

沿線地域の現況としては，沿線人口や交通施設

の整備状況，交通特性，各駅の特性などを調査した．

各鉄道事業者の現況としては，路線長や利用者数，

運行の概況，収支状況，経営見通しなどを調査した． 

 

（２） 調査結果 

沿線での道路網の整備は大きく進んでおり，特

に神戸電鉄・山陽電気鉄道沿線では都市構造の拡散

化の傾向が顕著である．そのため沿線住民の交通特

性として，この10年間で自動車利用のトリップが大

幅に増加している（図-2，図-3）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 神戸電鉄沿線住民の代表交通手段の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 山陽電気鉄道沿線住民の代表交通手段の推移 

 

また，沿線人口構成を見ると，ほとんどの地域

で高齢化が進展しており，特に都市部を走る神戸高

速鉄道沿線（神戸市中央区，兵庫区，長田区）で顕

著である（図-4）． 

駅や駅周辺の状況としては，狭小な駅前広場や

バリアフリー化されていない駅施設，駅前の放置自

転車，空きの目立つ駅ビル，バス路線の未整備など，

駅や駅周辺施設，駅へ至る住民の足を支える交通基

盤が不十分である箇所が見られる． 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 神戸高速鉄道沿線住民の高齢化率の推移 

 

一方，鉄道利用者数を見ると，平成8年度から平

成13年度の5年間で，神戸電鉄は20.0%，山陽電気鉄

道は16.1%，神戸高速鉄道は13.4%減少している．各

鉄道事業者は利用者数の減少による旅客収入の減少

に対して，大幅な人件費の削減や修繕費の見直しな

ど営業費用の削減に取り組んでいる． 

 

４．アンケート調査 

 

（１） 調査概要 

神戸電鉄3駅の沿線住民，支援者（駅ボランティ

ア，北区役所職員），来街者へのアンケート調査を

実施した．概要を表-1に示す． 

 

表-1 アンケート調査概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 沿線住民の交通行動 

通勤・通学時での代表交通手段を見ると，鈴蘭台

→志染→小野と都市周辺部になるほど鉄道の割合が

低下し，自動車の割合が増加する（図-5）．また，

通勤・通学以外の自由目的の外出の方が，自動車の

割合が高くなっており（図-6），自由目的での鉄道

利用を促進することが重要であることがわかる． 
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図-5 通勤・通学時の代表交通手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6 通勤・通学以外の外出の代表交通手段 

 

（３） 神戸電鉄の施策に対して 

3駅ともに，運賃に対する満足度が低い．特に鈴

蘭台では乗り継ぎ運賃が安くなれば良いとの要望が

多い．3駅とも駅周辺に駐車場ができれば良いとの

声が多いが，鈴蘭台→志染→小野と都市周辺部にな

るほどその要望が大きい．また，鈴蘭台ではバス路

線の充実を求める声も多い．一方，志染・小野では

所用時間や乗り換え時間の短縮などダイヤへの要望

が多い（表-2）． 

 

表-2 神戸電鉄の施策に対する住民意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

割引企画乗車券については，現在の利用は2割弱

にとどまるが，今後7割強の人が利用したいと回答

している（図-7）．また，神戸電鉄ハイキングの参

加については，今までの参加の実績は低いが，今後

の参加意向は高くなっている（図-8）．今後も各種

企画乗車券を発売することや，ハイキングなどのイ

ベントを企画することは，利用者増のために有効で

あることがわかる． 

 

 

 

 

 

 

図-7 割引企画乗車券について 

 

 

 

 

 

 

図-8 神戸電鉄ハイキングについて 

 

（４） 沿線住民の意識について 

環境に対する配慮が必要と回答する住民は約8割

にのぼり，また自動車利用の抑制意図や公共交通の

利用意図を持つ住民は約4割にのぼる（図-9）．今

後は，このような住民に対して，情報提供などの働

きかけにより，公共交通の利用を促進するような取

り組みが有効であると考える． 

 

 

 

 

 

 

 

図-9 沿線住民の環境や公共交通に対する意識 

 

（５） 区役所職員の意識について 

行政サイドからの支援として，駅前広場や駅へ

いたる交通手段の充実が考えられる（図-10）． 
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図-10 区役所職員の公共交通利用支援の意見 

 

（６） 有馬温泉来街者のまちに対する意見 

有馬温泉への意見としては，旅館・ホテルや外

湯はある程度評価されているが，飲食店や物販店な

どの賑わいや立ち寄り先が不足している（図-11）． 

 

 

 

 

 

 

 

図-11 有馬温泉来街者の意見 

 

（７） 神戸電鉄の必要性について 

8割以上の人が，神戸電鉄は必要だと回答してお

り，特に鈴蘭台では95%にのぼる（図-12）．神戸電

鉄は地域の足として，地元の人から欠かせないもの

であると認識されていることがわかる． 

 

 

 

 

 

 

 

図-12 神戸電鉄の必要性 

 

５．実施すべき施策 

 

既往調査や現地調査，各鉄道事業者からの資料，

アンケート調査，協議会での検討内容などを受け，

実施すべき施策を抽出・整理した．施策の例を表-3
に示す．さらに，施策ごとに実施期限を定め，直ち

に実施可能な施策については，鉄道事業者・国・地

元自治体・NPOなどが連携して実施した． 
 

表-3  実施すべき施策例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．おわりに 

 

本稿では，関西の都市近郊において，モータリ

ゼーションの進行や少子高齢化の進展により，鉄道

利用者が減少している現状について述べた． 
特に，②郊外部は，①都市部へ行く公共交通利

用者を運ぶ端末交通エリアでもあり，②郊外部での

公共交通の衰退は，①都市部での公共交通へも大き

く影響する（図-13）．そのため，公共交通の活性
化を図るためには，郊外部に注力することが不可欠

となる． 
 
 
 
 
 
図-13 公共交通活性化における郊外部の重要性 

 
今後も本稿で述べた協議会組織等を通じて，鉄

道事業者・国・地元自治体・NPOなどが連携して，
公共交通の利用促進・地域の活性化の取り組みを継

続することが必要であると考える． 
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駅周辺の駐輪場の整備・改善

駅へ至る交通手段の充実
（コミュニティバスの導入等）
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その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

旅館・ホテル

外湯

飲食店

物販・みやげもの店

その他

良い やや良い ふつう やや悪い 悪い

鈴蘭台

必要
94.6%

不要
5.4%

志染

必要
89.6%

不要
10.4%

小野

必要
82.6%

不要
17.4%

・「有馬・六甲周遊パス」の発売
・小野駅ビルの空テナントに公共施設誘致
・ダイヤ改正による終日15分間隔の運行
・｢花いっぱい運動」による駅美化
・三田駅市営駐輪場などの整備
・明石駅共用コンコースで「ふれあいコン
サート」の定期実施
・中八木駅駐輪場などの整備
・西二見新駅・駐輪場・駅前広場などの整
備
・「レールDEポルトバザール」の実施
・ふるさと歴史ハイクの実施を決定
・新開地駅のエレベータ設置
・西元町スタンプラリーの実施
・高速神戸駅の便所のバリアフリー化
・西元町駅西側のきらら広場の改修
・西元町駅の終日営業・助役配置
・鈴蘭台～中里町間のコミュニティバスの
運行
・「有馬・六甲周遊パス」の拡大版の発売
検討
・NHK大河ドラマ「義経」を活用した企画検
討
・駅前商店街とのタイアップ
・駅前駐輪場整備
・コミュニティバスとの連携による利便性向
上
・西元町駅コンコース・ホームの改修
・駅から港へのルートの確立（案内板の改
修）
・元町商店街西入口の美化
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